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災
害
の
発
生
時
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
死
亡
率
は

２
倍
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に

本
町
に
お
い
て
高
齢
者
は
、

２
０
２
５
年
に
75
歳
以
上
が
、

12
・
６
％
か
ら
25
％
に
増
え
、

介
護
施
設
の
利
用
者
も
急
増

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ

で
各
地
区
で
は
、
災
害
避
難

に
当
た
り
介
護
施
設
と
の
連

携
を
含
め
、
各
施
設
の
災
害

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
各
福
祉
施
設
の
災
害
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
及
び

防
災
訓
練
の
実
施
の
実
態
。

　
　
　
　

介
護
施
設
の
災
害

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
国
の

基
準
に
基
づ
き
、
施
設
ご
と

の
運
営
規
程
に
定
め
ら
れ
て

お
り
、
町
は
、
施
設
の
実
地

指
導
な
ど
の
際
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

防
災
訓
練
の
実
施
は
、
各

施
設
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

問答

教民

　
　
災
害
発
生
時
の
福
祉
避

難
所
の
役
割
。

　
　
　
　

災
害
時
に
何
ら
か

の
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
方

を
受
け
入
れ
る
二
次
避
難
所

と
し
て
、「
阿
久
比
一
期
一

会
荘
」「
パ
ス
ピ
98
」「
ひ
ら

め
き
２
％
」
を
指
定
し
て
い

る
。

　

支
援
内
容
は
、
食
事
や
日

常
生
活
用
品
等
の
提
供
、
要

配
慮
者
特
有
の
支
援
も
提
供

さ
れ
る
。

　
　
災
害
発
生
時
の
福
祉
避

難
所
の
役
割
。
災
害
発
生
時
、

地
区
・
行
政
・
福
祉
施
設
・

福
祉
避
難
所
の
連
携
が
欠
か

せ
な
い
が
、
そ
の
体
制
。

　
　
　
　

地
区
や
福
祉
避
難

所
と
の
連
携
は
深
め
て
い
る

が
、
福
祉
施
設
と
は
課
題
が

残
る
。

　

福
祉
施
設
で
策
定
す
る
非

常
災
害
対
策
計
画
に
基
づ
き
、

避
難
誘
導
方
法
の
検
討
と
避

難
訓
練
の
実
施
を
お
願
い
し

て
い
る
。
地
区
で
も
福
祉
施

設
と
連
携
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。 　

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め

に
重
要
な
の
が
、
農
地
保
全

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
町

の
農
業
政
策
は
、
国
・
県
に

準
拠
す
る
の
み
で
総
合
計
画

に
あ
る
「
自
然
と
調
和
」

「
豊
か
な
自
然
と
共
生
」
の

目
標
に
対
し
政
策
が
不
十
分

で
あ
る
。

　
　
現
在
の
耕
作
放
棄
地
の

面
積
と
全
農
地
面
積
に
対
す

る
割
合
。

　
　
　
　

町
内
の
農
地
で
は

令
和
元
年
12
月
末
現
在
24
・

４
ha
確
認
し
て
い
る
。
山
林

原
野
等
を
含
ま
な
い
全
農
地

面
積
は
９
０
５
・
５
ha
で
あ

り
、
耕
作
放
棄
地
の
割
合
は

２
・
７
％
で
あ
る
。

　
　
遊
休
地
を
Ｊ
Ａ
及
び
県

中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
営

農
者
に
貸
与
し
て
い
る
が
、

貸
与
を
営
農
者
が
受
付
ら
れ

な
い
耕
作
放
棄
地
の
面
積
。

　
　
　
　

耕
作
放
棄
地
24
・

４
ha
の
う
ち
貸
付
意
思
の
あ

る
農
地
は
13
・
２
ha
で
あ
る
。

　
　
貸
与
不
適
当
な
農
地
の

課
題
は
、
農
地
改
良
と
集
積

集
約
化
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
対
す
る
本
町
の
取
組
。

　
　
　
　
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
お
け
る
地
域
で
の
担

い
手
へ
の
集
積
集
約
化
の
推

進
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に

よ
る
集
積
集
約
、
多
面
的
支

払
機
能
交
付
金
事
業
に
よ
る

農
業
施
設
の
維
持
管
理
を
進

め
て
い
る
。
地
権
者
と
担
い

手
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

に
農
業
委
員
・
町
・
Ｊ
Ａ
が

協
力
し
、
双
方
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
必
要
な
農
地
改
良

な
ど
の
対
策
を
一
緒
に
計
画

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
令
和
元
年
度
の
決
算
に
よ

る
と
、
委
託
料
は
約
13
億
円

で
人
件
費
の
内
の
職
員
給
与

９
・
８
億
円
の
１
３
２
％
に

も
な
る
。

　
　
委
託
料
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
関
連
・
土
木
建
設
関
連

で
各
々
ど
れ
ほ
ど
の
金
額
・

比
率
。

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
関
連
の

経
費
は
約
１
億
１
千
７
５
６

万
円
で
９
％
。

　

土
木
建
設
関
連
経
費
は
約

４
千
６
４
０
万
円
で
３
・
６

％
。

　
　
委
託
す
る
の
は
、
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
及
び
専
門
性
が

高
い
事
が
要
因
。
過
去
も
含

め
技
術
職
職
員
の
求
人
・
採

用
の
実
績
は
あ
る
か
。
そ
の

課
題
。

　
　
　
　

土
木
技
師
や
保
育

士
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

な
ど
で
実
績
が
あ
る
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
関
係
の
有
資
格
者
の
実

績
は
な
い
。
課
題
は
、
専
門

職
の
応
募
者
数
は
少
な
く
受

験
後
の
、
辞
退
者
も
多
い
。

　

阿
久
比
町
職
員
に
な
る
こ

と
の
魅
力
を
学
生
等
に
さ
ら

に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

耕
作
放
棄
地
対
策

更
な
る
活
性
化
を
図
る

役
場
の
技
術
職
員

採
用
活
動
を
見
直
す

福祉避難所のあり方
自主防災会との連携を図る
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